
成績概要書（2006年1月作成）

１．課題の分類 分類番号 整理番号

２．場所名 北海道立 花・野菜技術センター

３．系統名 メロン「空知交14号」(北海道オリジナルブランド緑肉新品種の育成)

４．育成経過
現在の緑肉主力品種である「G08」と同等以上の果実品質および収量性を有し、「G08」より

うどんこ病耐病性が優れることを育種目標とした。花・野菜技術センターにおいて平成10年に
育成した固定系統「HM-G52」を種子親、赤肉品種育成の共同研究相手先である株式会社大学農
園より遺伝資源として導入した固定系統「Dkg」を花粉親として平成14年に最初のＦ１交配を行
った。平成14、15年に「02X-1」の系統名で花・野菜技術センターにおいて生産力検定予備試験
に供試した。平成16年より「空知交14号」の系統名を付して、生産力検定試験および道内各産
地における地域適応性検定試験等を実施した。

５．特性の概要（標準品種：「G08」と比較して）

長所：うどんこ病耐病性を有するため標準品種より農薬の散布回数を減らすことが可能であ
る。ネット形質がやや優る。肉質がやや優れ、ウリ科特有の青臭みも少ないため食味
が良い。

短所：果実肥大初期に高温・多灌水で管理すると果形は長くなる傾向がある。高温期では成
熟日数の短縮や果実過肥大により低糖度果が発生しやすく、また、日持ち性も劣る。

１）生育特性
つる長はやや長いが葉色はやや淡く、葉身長および葉柄長はやや短い。総合的に判断し
て草勢は同等である。

２）着果性
両性花着生率は同等である。着果率は年次によってやや変動があるがほぼ同等である。

３）早晩性
「極晩生」である標準品種に対し両性花開花始は2日程度早く、成熟日数も2日程度短い
ため収穫日が4～5日早い。そのため早晩性は「晩生」である。

４）収穫判定難易
標準品種と同様に成熟に伴う果皮色の変化や離層の形成が認められず、結果枝に発生し
ている葉の苦土欠症状も収穫適期より早期に認められるが、標準品種と異なり二次ネッ
トの形成がやや明瞭であるため収穫判定難易はやや易である。

５）果実品質
（１）果実外観品質

果形はやや長玉であるが標準品種と同等の果径比（縦径/横径）である。果皮色は濃緑
-淡緑である。ネットの密度、太さは同等であるが、盛上りはやや優る。結果枝はやや
細い。

（２）果実内部品質
糖度はやや劣る。しかし、肉質がやや優れ、標準品種と異なりウリ科特有の青臭みが
少ないことから食味はやや優る傾向である。果肉色は淡緑-白緑で、やや優る。

６）日持ち性
適食時期は収穫後4～6日目であり、日持ち性は無加温半促成では同等、ハウス抑制では
劣る。

７）収量性
平均一果重は同等である。収穫果率、良果率は同等である。良果収量は同等である。

８）病虫害抵抗性
つ る 割 病：レース０およびレース２に対しては抵抗性を有する。レース1,2yに対して

は抵抗性を有しない。
えそ斑点病：抵抗性を有しない。
うどんこ病：標準品種と比較して強い耐病性を有する。



0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

6/29 7/2 7/5 7/8 7/11 7/14 7/17 7/20 7/23 7/26 7/29 8/1 8/4
調査月日

発病指数

空知交１４号 無防除区

空知交１４号 防除区

G08 無防除区

G08 防除区

６．試験成績概要

表１ 主要特性

作型 試験 年次 定植 成熟日数 果径比(縦径/横径) ﾈｯﾄ盛上
１

Brix(%) 食味
２

平均一果重(g) 良果収量(kg/a)

場所 14号
３
G08 14号

３
G08 14号

３
G08 14号

３
G08 14号

３
G08 14号

３
G08 14号

３
G08

無加温 花野技ｾ H16 4/27 57 59 1.11 1.07 4.0 3.3 14.5 15.9 3.7 3.9 1890 1831 312 314
半促成 H17 4/28 56 59 1.08 1.07 4.0 4.0 14.5 15.6 3.7 3.7 2374 2185 426 388

月形町 H16 4/27 61 60 1.13 1.06 5.0 3.0 14.4 14.4 4.0 3.0 2249 2448 297 291
H17 4/20 56 59 1.04 1.07 3.0 3.0 13.9 14.6 3.0 3.0 1463 1790 339 437

栗山町 H16 4/15 50 50 1.10 1.08 4.0 3.0 14.9 14.6 3.0 3.0 2282 2125 508 473
H17 4/18 52 53 1.02 1.05 3.0 3.0 14.1 16.3 4.0 3.0 2326 2168 517 458

中富良野町 H16 4/26 52 57 1.08 0.99 4.0 3.0 15.3 17.7 4.0 3.0 1964 2148 393 398
H17 5/12 53 54 1.08 1.06 3.0 3.0 14.4 15.5 3.0 3.0 2374 2300 386 454

北見市 H17 4/25 51 53 1.07 1.00 4.0 3.0 14.5 15.5 4.0 3.0 2220 2040 503 462
総平均 - 54 56 1.08 1.05 3.8 3.1 14.5 15.6 3.6 3.2 2127 2115 409 408

ﾊｳｽ 花野技ｾ H16 7/ 2 53 55 1.11 1.01 3.3 2.3 13.2 14.1 3.5 3.3 2863 2909 452 446
抑制 H17 6/22 47 49 1.07 1.06 2.0 1.5 13.7 13.7 3.2 3.0 2458 2335 337 360

原環ｾ H16 6/28 50 51 1.08 1.02 3.5 3.0 12.5 13.3 4.0 3.0 2443 2392 327 380
H17 6/28 51 55 1.06 1.02 4.0 3.0 13.3 15.3 3.0 3.0 2500 2363 400 361

共和町 H16 7/ 6 - - - - 3.5 3.0 - - - - - - - -
H17 7/11 47 48 1.08 1.01 3.5 3.0 14.1 15.1 2.0 3.0 2211 2356 431 353

総平均 - 50 52 1.08 1.02 3.3 2.6 13.4 14.3 3.1 3.1 2495 2471 389 380

１
１（低）－５（高）、

２
１（不良）－５（良）、

３
「空知交14号」

表２ うどんこ病耐病性程度（平成16、17年累計）

試験地 作型 空知交14号 G08 めろりん タカミ G31

花野技セ 無加温半促成 ◎ (□) ◎ ◎ □

ハウス抑制 ◎ (□) － － □

×:(弱)-△:(やや弱)-□:(標準品種「G08」と同等)-○:(やや強)-◎:(強)

７．普及対象地域および普及見込み面積

１）普及対象地域

全道のメロン栽培地域

２）普及見込み面積

15ha ↓ ↓

８．保有種子数（平成17年12月現在の保有数） ↓ ↓

「空知交14号」 約10,000粒

種子親「HM-G52」 約 2,000粒

花粉親「Dkg」 約 1,000粒

図1 薬剤防除の有無とうどんこ病の発生推移(平成17年､無加温半促成)

＊矢印は防除区の防除実施日、発病指数：0(無)-4(甚)

９．栽培上の留意点

１）無加温半促成栽培およびハウス抑制栽培における成績であり、加温半促成栽培およびト

ンネル早熟栽培は未検討である。

２）生育期全般に渡りハウス内を高温管理した場合、成熟日数の短縮や果実過肥大等を原因

とした低糖度果や裂果の発生が助長されるため栽培管理に注意する。特にハウス抑制栽

培などハウス内が高温になりやすい作型での栽培は避ける。

３）果実肥大初期、特に縦肥大が旺盛な時期に高温・多灌水の場合には果形が長くなる傾向

があるため、栽培管理に注意する。

４）つる割病（レース1,2y菌）およびえそ斑点病に抵抗性を有しないので、発生および発生

の恐れのある圃場では、抵抗性台木を使用する等の対策を講ずる。


